
議  事  録 

会 議 名 令和 5年度 第 3回 運営推進会議  

報 告 者 令和 5年 9 月 25 日    管理者  鹿 田 明 浩   印 

日   時 令和 5年 9 月 21 日    13時 30分 ～ 14時 30分 

場   所 庵 本部事務所 

出 席 者 

外部構成員 欠席者なし ※包括代理 田中氏             

計 7名 

庵     鹿田明浩  若槻美佳          計 2名   

 

＊鹿田管理者＊ 

開会の挨拶。夏祭り開催に際し、委員の皆様に参加して頂いたことへのお礼

を述べる。合わせて、夏祭りの様子や今夏の熱中対策について庵のホームペ

ージ・ブログにて紹介する 

※会議終了後、敬老会の催しを委員の皆様にも観覧して頂く。 

～議題に沿ってすすめる～ 

鹿田管理者より 

〇利用者状況について 

・新規予定、入院者、サービス利用状況について説明。 

〇行事活動報告について 

・行事に合わせ日々の生活の中での活動を報告する。 

・面会について。家族面会の人数制限はしていないが、面会時間は短時間で 

 お願いしていることを説明する。 

〇今後の行事予定 

・小グループでの遠足を企画予定。職員会議にて協議しながら企画してい

く。 

永井委員＞夏祭りの人数は？町外の参加も多かったように感じた。 

管理者＞町外からも多数ご参加頂いた。神楽の関係者、高校の先生等参加 

    頂いた。飲食については全て外注へお願いし、賑やかに開催できた 

    参加人数は多数であったが、コロナ感染発症者の報告もなかった。 

大谷功委員＞花火の時間が少し遅れたようだが。 

管理者＞神楽の関係で 15分程度の遅れはあった。21時くらいに終了したが 

    利用者さんも体調不良等なく楽しまれた。 

〇会議、研修について報告する。 

管理者＞10/8に介護支援専門員の試験を受ける職員が庵から 1名ある。来年 

    にブナの木から 1名試験を受ける。町の勉強会にも 2名が参加し、 

    資格取得に励んでいる。島根県の介護支援専門員の数も少なく、飯 

    南町も少ない。資格取得に向けての育成にも努めていきたい。 

 



〇その他 

・7～8 月の新型コロナ感染者について報告する。 

管理者＞感染についての研修会や勉強会を定期的に開催し、感染対策に取り組 

んでいる。 

永井委員＞実習生がそのまま庵に勤めるような仕組みはないか。 

管理者＞8月に受け入れたのは実習生ではなく（学生の）アルバイトでし 

た。 

若槻委員＞職員の家族でコロナ感染し陽性となった。配布した抗原検査キッ 

     トを使用し、5日間何も症状がなければ平常通りの勤務にあたら 

せた。但し、昼休憩は車内等でとるなど個々で休憩するようにし 

た。庵の対応はどのようにしているか。 

管理者＞コロナの陽性者が発生したら毎日検査キットをしてから業務に入ら 

せた。陽性者が出る前は検査キットは使用していない。 

但し、体調不良時や感染が疑われる場合は使用した。又、陽性者と 

の濃厚接触者になり勤務を休む際は、有給を使用した。 

大谷善委員＞8月にコロナ感染が発症しているが、令和 5年 1月からはどれ 

くらいの感染者があったか。 

管理者＞昨年の 4月、7月、8月、12月に利用者・職員の感染はあった。 

大谷善委員＞コロナ感染も 9類に入っているような話だが…。 

管理者＞盆頃から感染者は増えてきたように感じている。児童施設や介護施 

    設のクラスター情報が多い為、介護施設での感染率が高いように思 

われている。 

・実習生受け入れについて 

管理者＞飯南町出身の実習生であった。庵を就職先に考えてもらえると良 

い。 

・秋の避難訓練について 

・外部評価について 

大谷善＞職員が設問について回答しているが、自分たちがそれに対してきち 

んと評価ができるか…。仕組みが…。 

管理者＞職員個々によっても回答に差がある。事業所としてまとめていくが 

    職員が回答している「出来ている」「出来ていない」の文言に対し 

    て評価を頂けると良いかと思う。点数に対しての評価は難しいと感 

じている。 

大谷善委員＞分かりました。 

・配布しているパンフレット・広報誌について説明。 

【委員からの意見と回答】 

管理者＞飯南町が留学生や特定技能者の受け入れに力を入れている。4月に 

    庵とブナの木でも受け入れていく方向で協議をしていく予定。 

若槻委員＞あゆみでは留学生の受け入れをしており、期間はあと 2年。日本 

     語も話せ、難しい漢字も書ける。利用者に対しても積極的にコミ 



ュニケーションをとっており、職員や利用者からも評判が良い。 

永井委員＞受け入れの関係で、経費はどのくらいか。 

管理者＞管理会社に毎月 5万円支払っていくが、生活面のサポートや基盤を 

    整えていく費用は会社が負担するようになる。 

大谷善委員＞外国人が住まう住居は大事になってくる。空き家があっても 

      隣近所の理解が得られず住まうことが出来ないケースがあった 

      住民の理解は大事だと感じた。 

管理者＞庵が受け入れる際の住居の確保は出来ており、近隣の理解も得られ 

    ている。 

若槻委員＞留学生や外国の方を受け入れる際には、地域住民や民生委員にも 

     文章を配布し理解してもらえるよう努めた。 

     

  

 

 

次回開催は R5年 11月 9日（木）午後 1時 30分からとお伝えし閉会する。 

 

 

【 決  済 】 

所 長 次 長 計 担 合  議 

 

 

   


